
古紙配合率100％再生紙を使用しています。

循環組合では、処分場の敷地内や周辺の土壌、水質など環境調査の結果をホームページで公表しています。
ぜひアクセスしてみてください。

発行・問い合わせ先
TEL：042-385-5947 FAX：042-384-8449
「たまエコニュース」の内容やごみ処理に関するお考えなど、みな
さまのご意見を、お手紙、FAX、電子メールでお聞かせください。
〒183-0052 東京都府中市新町2-77-1 東京自治会館内
東京たま広域資源循環組合「たまエコニュース」係

［メールアドレス] sjkumiai@tama-junkankumiai.com

この印刷物は環境にやさしい大豆インキを使用しています。

二ツ塚処分場・谷戸沢処分場(日の出町)を管理・運営している特別地方公共団体で、日
の出町の皆さまの協力を得ながら、多摩地域25市1町の約400万人の可燃ごみの焼却
灰をエコセメントとしてリサイクルし、資源として活用。また、不燃ごみの埋立処分をし
ています。皆さまと共にごみ問題の解決に取り組んでいます。

主な記事「循環組合」とは…?

http://www.tama-junkankumiai.com
ホームページをご覧ください

【 1 面 】まもなくエコセメントが私たちの町で活躍します

【2・3面】ごみゼロが目標!! ごみ減量を徹底しよう

【 4 面 】谷戸沢レポート、日の出だより、循環組合の動き など

発行：東京たま広域資源循環組合
［事務局］〒183-0052 東京都府中市新町2-77-1 東京自治会館内　TEL：042-385-5947 FAX：042-384-8449
ホームページ　http://www.tama-junkankumiai.com メールアドレス　 sjkumiai@tama-junkankumiai.com
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八王子市 昭島市 東村山市 清瀬市 西東京市
立川市 調布市 国分寺市 東久留米市 瑞穂町
武蔵野市 町田市 国立市 武蔵村山市
三鷹市 小金井市 福生市 多摩市
青梅市 小平市 狛江市 稲城市
府中市 日野市 東大和市 羽村市

循 環 組 合 組 織 団 体

年4回発行：平成18年12月発行

循環組合は組織団体からの負担金で運営されています

※2006年7月から「処分組合ニュース」が「たまエコニュース」になりました。

循環組合では、可燃ごみの焼却灰を主原料としてセメントをつくる「エコセメント事業」に取り組んでいます。
本年7月には二ツ塚処分場内の「東京たまエコセメント化施設」が本格稼動を開始し、現在、順調にエコセメントの製造、出荷が行われています。

環境先進地域･多摩の
リサイクルをさらに進めます

エコセメントは
幅広く利用されていきます

「国分寺環境まつり」（国分寺市）でPR活動を展開。

循環組合では、エコセメントの利用
方法や安全性について、多くの皆さん
に理解を深めていただくため、さまざ
まなＰＲ活動を行っています。
１０月２１･２２日には「いなぎ市民まつ
り」（稲城市）、１１月４･５日には「日の出
町産業まつり」（日の出町）、１２月３日に
は「国分寺環境まつり」（国分寺市）、
「昭島市環境フェスタ」（昭島市）で、

エコセメントを使った製品やパネル
等を展示し、エコセメント技術を紹介
しました。
これからも多摩地域のイベントなど
で出展していく予定です。また、処分
場見学会においてもエコセメント化施
設の見学を実施しており、施設の安
全性や管理体制、エコセメントの製
造工程等を説明しています。

決算額は、歳入額が146億3,351万円（前年比40.1％減）、歳出額が128億4,461万円
（前年比46.2％減）となりました。平成17年度は、エコセメント化施設建設工事の最終段階と
して、施設稼動に向けた取り組みを進めました。

組合債
39億2,850万円（26.8%）

清掃総務費
3億3,041万円（2.6%）

都支出金
8,777万円（0.6%）

財産･諸収入
4,730万円（0.4%）

分担金及び負担金
83億4,770万円（57.0%）

合計
146億3,351万円

国庫支出金
16億6,150万円（11.4%）

繰越金
5億6,074万円（3.8%）

エコセメント事業費
69億1,881万円（53.9%）

二ツ塚処分場費
22億6,224万円（17.6%）

谷戸沢処分場費
4億9,141万円（3.8%）

合計
128億4,461万円

議会費・総務費・諸支出金
2億9,281万円（2.3%）

公債費
25億4,893万円（19.8%）

歳 入 歳 出

お風呂は和風と洋
風の2種類。写真
の和風露天風呂
は奇数日は男性、
偶数日は女性の入
れ替え制。

日の出町

多摩地域 東 京 都 区部

NO.32

日の出町の「つるつる温泉」は、日の
出山頂からの初日の出をご覧になる方
のために、元旦朝９時より営業します。
感動的な御来光を拝んだ後は、温泉に
入って心も体もリフレッシュ、新しい気持
ちで新年を迎えてみてはいかがでしょう。
「入ってつるつる、出てほかほか、ひと風
呂浴びれば長生き１０年、重ねて入れば
若返る」のキャッチフレーズで親しまれて
いる癒しの温泉に、ぜひお越しください。

つるつる温泉で
お正月を過ごしませんか？

10月 4日（水） 平成18年第2回正副管理者会議

10月 18日（水） 平成18年第2回理事会

10月 19日（木）～26日（木） 二ツ塚処分場敷地内大気中ダイオキシン類調査実施

10月 30日（月） 平成18年第2回循環組合議会定例会

11月 30日（木） 第16回循環組合技術委員会

12月 4日（月） 第20回環境保全調査委員会

12月 18日（月） 第3自治会谷戸沢処分場監視委員会

12月 19日（火） 第22自治会二ツ塚処分場対策委員会

12月 22日（金） 環境データ公表（第2四半期分）

谷戸沢処分場は、昭和５９年から１４年間にわたり、多摩地域の廃
棄物を埋め立てていた最終処分場です。平成１０年に埋立を終了
した後も、循環組合では継続して適切な維持管理を行っています。
２２ヘクタールにもおよぶ広大な埋立跡地は、現在は草原となっ
ており、四季を通じてさまざまな動植物を目にすることができます。
長期の生態モニタリング調査では、昆虫類約１３００種、鳥類約１００
種が確認されています。
このように自然回復の進む谷戸沢処分場ですが、その安全性
が将来にわたって確認されるまで、今後も適切な管理を行い、見
守っていきます。

順調に自然が
回復しています 秋にはススキの群生が見られる谷戸沢処分場

（平成18年11月撮影）。

循環組合では、以下の３つの目的を
推進するため、自治体では初となるエコ
セメン事業に取り組んでいます。

①リサイクル先進地域･多摩の
さらなるリサイクル推進
②二ツ塚処分場を長く有効に活用
③安全な埋立対策のさらなる推進

エコセメントは、可燃ごみの焼却灰を
主な原料としてつくられる新しいタイプの
セメントです。
これまで埋め立てられていた焼却灰
をエコセメントの原料として再利用する
ことで、処分場の使用期間を大幅に延
長できます。また、エコセメントとして道
路や建物などの建設に利用されること
で、全国に先駆けた新たな物質循環の
モデルとして、多摩地域のリサイクルをさ
らに進めることができるのです。

「東京たまエコセメント化施設」が本年
７月より本格的な稼動を開始しました。
この施設は、１日平均約３００トンの焼却
灰を処理し、約４３０トンのエコセメントを
生産、出荷します。
エコセメントは、日本工業規格（ＪＩＳ）に
規定され、製造過程や製品として利用
する際にもその品質及び安全性が確認
されています。施設では現在、安全の確
保や環境の保護に万全の配慮をし、順
調にエコセメントの製造を行っています。
出荷されたエコセメントは、生コンクリ

ートのほか、道路の敷石や点字ブロック、
側溝用のＵ形、Ｌ形ブロックなどの二次
製品への加工が進められています。今
後、各自治体での利用が見込まれてお
り、道路設備や建築資材など、私たち
の生活の中で幅広い用途に使用されて
いきます。

生涯青春の湯　ひので三ツ沢つるつる温泉
TEL.042-597-1126 日の出町大久野4718
営業時間／10時～20時（受付は19時位まで）
定 休 日／火曜（祝日の場合は翌日）

1月2日は火曜ですが通常営業します
入館料金／大人800円（3時間）

子供400円（未就学児は無料）
交通機関／ JR武蔵五日市駅より

つるつる温泉行きバスで約20分
ホームページ
http://www.gws.ne.jp/home/onsen/

年末年始の営業
年末：12月26日（火）～31日（日）は休館
年始：1月1日（祝）は9時～17時
1月2日（火）からは通常営業10時～20時

お正月のイベント
1月1日（祝）～1月3日（水）
近隣酒蔵より、できたて直送の“酒粕”無料配布　
※先着順、各日300名の数量限定
ちびっこにお菓子の詰め合わせをプレゼント
※先着順、各日200名の数量限定

1月2日（火）
地元、報徳（ほうとく）囃子保存会による
新春お囃子（午前･午後）

入札参加資格の申請を受け付けます

（郵送先）
②〒183-0052
東京都府中市新町2- 77 -1
東京たま広域資源循環組合　総務課 まで

［問い合わせ先］
東京たま広域資源循環組合　総務課
電話　042-385-5947

組合の議員は、多摩地域25市1町の議会議員の中から選出されています。

平成18年第2回組合議会定例会が10月30日に開かれ、以下の案件について審議しました。

二ツ塚処分場内エコセメント化施設の稼動状況の「住民説明会」を求める
陳情

議決結果件 　 　 名

平成18年第2回組合議会定例会付議案件及び結果

陳情第4号 不採択
平成18年
10月30日

日の出町「エコセメント化施設」の安全操業のために第三者機関による監
視体制をつくることを求める陳情陳情第3号 不採択

平成18年
10月30日

西多摩郡日の出町二ツ塚処分場内エコセメント化施設からの異臭と思わ
れる臭いの原因究明と対策及び緊急時の連絡窓口の徹底を求める陳情陳情第2号 不採択

平成18年
10月30日

土地の取得について議案
第15号

議案
第14号

議案
第13号

議案
第12号

議案
第11号

議案
第10号

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

認 定

平成18年
10月30日

平成18年度東京たま広域資源循環組合一般会計補正予算（第1号）
平成18年
10月30日

廃棄物広域最終処分場建設基金条例の一部を改正する条例
平成18年
10月30日

東京たま広域資源循環組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補
償等に関する条例の全部を改正する条例

平成18年
10月30日

東京たま広域資源循環組合職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の
全部を改正する条例

平成18年
10月30日

平成17年度東京都三多摩地域廃棄物広域処分組合一般会計歳入歳出決
算の認定について

平成18年
10月30日

番 号 議決年月日

［歳出の主な経費］

見学会を受け入れています。

「現在、すでに生産されたエコセメントで、
Ｕ形側溝などさまざまな製品がつくられて
います。今後はいろいろな用途で利用され
ていきます。」と石川良一管理者（稲城市長）。

エコセメントの出荷の様子（平成18年11月撮影）。

平成19・20年度の建設工事等及び物品買入れ等の入札参加資格申請を下記のとおり受け
付けます。
なお、申請書の様式は、組合独自の様式となりますので、組合のホームページ

（http://www.tama-junkankumiai.com）よりダウンロードしてご利用ください。

［受付方法］
①持参、または②郵送による受付
［受付期間］
平成19年1月17日（水）～19日（金）まで
10時～12時／13時～16時
（郵送の場合は、19日必着でお願いします）
［受付場所］
①東京自治会館　2階、第13・14会議室

エコセメント事業費 69億1,881万円
エコセメント事業費は、エコセメント化施設の運営に関わる経費です。

二ツ塚処分場費 22億6,224万円
二ツ塚処分場費は、埋立処理を行っている二ツ塚処分場の運営管理に関わる経費です。

谷戸沢処分場費 4億9,141万円
谷戸沢処分場費は、埋立処理が終了した谷戸沢処分場の維持管理に関わる経費です。

清掃総務費 3億3,041万円
清掃総務費は、循環組合の運営・管理業務に関わる経費です。

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼



破砕した不燃ごみが埋め立てられる二ツ塚処分場
とエコセメント化施設（平成18年11月撮影）。

日の出町のご協力のもと、循環組合では処分場の管理運営に取り組んでいます。限りある処分場を有効に利用していくためにも、多摩地域のみなさんとともに、資源循環型社会づくりを推進していきます。
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二ツ塚処分場

谷戸沢処分場
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-6%
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-15%
3%

-5%

平成16年度計
（m3）

平成17年度計
（m3）

合　　　計 -9,575105,56395,988

瑞 穂 町 -6391,7091,070
西 東 京 市 -15756,2354,660
羽 村 市 241,5581,582
稲 城 市 -81830749
多 摩 市 -4274,0443,617
武蔵村山市 -461,7541,708
東久留米市 -8683,8112,943
清 瀬 市 -6312,3011,670
東 大 和 市 -732,2882,215
狛 江 市 -108791683
福 生 市 -391,8521,813
国 立 市 -391,029990
国 分 寺 市 -532,7032,650
東 村 山 市 5294,4965,025
日 野 市 -774,6054,528
小 平 市 -1094,5974,488
小 金 井 市 -2394,0403,801
町 田 市 -16811,19111,023
調 布 市 -5923,8393,247
昭 島 市 862,7132,799
府 中 市 -1773,6233,446
青 梅 市 -5014,2243,723
三 鷹 市 -1,0823,1132,031
武 蔵 野 市 -3173,2832,966
立 川 市 -1915,8095,618
八 王 子 市 -2,18219,12516,943

組 織 団 体 前年度比増減
（m3）

-12%
-35%
-10%
-3%

-11%

前年度比増減率
（%）

※搬入量は、各組織団体から二ツ塚処分場に搬入された可燃ごみの焼却灰と不燃ごみの合計。

多摩地域２５市１町から出されるごみは、各自治
体が運営する清掃工場で、可燃ごみは焼却灰に、
不燃ごみは細かく破砕された状態に処理されま
す。その後、日の出町にある二ツ塚処分場に運
ばれ、埋め立てられます。
平成１７年度の１年間で処分場に埋め立てら

れたごみの容量は、可燃ごみの焼却灰と不燃ご
みを合わせて９５,９８８m3でしたが、みなさんのご
みの減量や資源化などのご協力により、前年度
と比べて約９％減らすことができました。

平成
11年度
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焼 却 灰

不 燃ご み

3Rは、ごみや資源の問題を
解決するための
大事なキーワードです。
この理念を実践し、
ごみ減量や資源化に
積極的に取り組んでいる
多摩地域の団体を紹介します。

分別の方法を写
真で紹介する手
作りの掲示板。

「環兵衛」は、一橋大学商学部４年の
田中優希さんが中心となって、昨年４月
に発足されたエコサークルです。
同サークルでは「学生にとって身近な

存在である教科書のリユースを促進し、
学内でのごみ問題の意識を高めたい」
と教科書の古本市を開催しています。
さらに、学園祭や１０月１４日に行われた
「環境フェスタくにたち」では、市民にも
協力を求めて不要な書籍を回収し、古
本市を実施しました。昨年は約７００冊だ
った古本の回収が、今年は約３０００冊に

増加。寄贈者も８割が市民で、同サーク
ルの活動が町ぐるみのものへと広がっ
ているのがうかがえます。
また、本年４月からは大学生協と共同
で、学内で販売するお弁当にリサイクル
弁当箱「エコ弁」を導入しました。これま
で使い捨てだった弁当箱を、資源として
再利用できる容器に替えることで、ごみ
減量に貢献。回収率も５０％以上と高い
数値となっていますが、田中さんは「７０％
を達成したい」と今後への意気込みを語
ってくれました。

八王子市川口町の唐松町会では１６
名のリサイクル推進委員がサポート役と
なり、ごみ・資源物集積所で「ワンポイン
トレッスン（勉強会）」を実施しています。
「“生活になくてはならない集積所は、各
家庭の台所の一部です”をスローガンに、
１０年以上活動を続けてきました」と委員
の田中奎一さん。
「実際にごみを用意し、その場で分別し
ながら、ごみの出し方を確認します。その
うえで、朝８時までに出す、当番で掃除
する、ノートで連絡するなど、地域のみな

さんでルールを決めていきます。みんな
で決めれば実行するし、分別を徹底す
ることでリサイクルできるものが増え、ごみ
の減量にもつながります」（田中さん）
参加者の「プラスチック類の区分がむ

ずかしい」という声から、写真付きのボ
ードを手作りして集積所の掲示板に掲
げたり、地域の運動会でリサイクルゲー
ムを行うなど、活動が広がっています。
地域全体で取り組むことが、一人ひとり
の意識の向上につながっている好例と
いえるでしょう。

二ツ塚処分場への搬入状況

0（m3）

20,000

平成
12年度

平成
13年度

平成
14年度

平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

（（（
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ごみの量を減らす施策のひとつとして、ごみの有料化があげられます。
多摩地域では、平成１０年１０月に青梅市が有料化に踏み切ったの

を皮切りに、現在１５市町が有料化を実施しています。
平成１０年当時、多摩地域２５市１町から出されるごみの量は、可燃ご

み・不燃ごみを合わせて約１０９万トンありました。それが、有料化をはじ
めとするさまざまなごみ減量の施策がとられたことで、住民１人が出すご
みの平均量が減少しました。平成１７年度の実際に出されたごみの量
は約９８万トン。平成１０年度に比べ、多摩地域の人口が２１.５万人増加
したにもかかわらず、約１１万トンものごみ減量を実現したのです。

現在、ごみ問題を解決するキーワードとして“３Ｒ”が注目されていま
す。リデュース、リユース、リサイクル、この３つのＲをバランス
よく実践していくことが、ごみ減量につながるのです。
多摩地域は全国でもトップクラスのリサイクル率（２９.４％）
となっています。今後、住民一人ひとりの取り組みによ

り、リサイクルをさらに進めるとともに、リデュース、
リユースを推進することで、資源循環型社会
づくりのモデルケースを、環境先進地域･多
摩から全国に発信していきましょう。

青 梅 市 平成10年 10月 1日
日 野 市 平成12年 10月 1日
清 瀬 市 平成13年 6月 1日
昭 島 市 平成14年 4月 1日
福 生 市 平成14年 4月 1日
東村山市 平成14年 10月 1日
羽 村 市 平成14年 10月 1日
調 布 市 平成16年 4月 1日
八王子市 平成16年 10月 1日
武蔵野市 平成16年 10月 1日
稲 城 市 平成16年 10月 1日
瑞 穂 町 平成16年 10月 1日
小金井市 平成17年 8月 1日
町 田 市 平成17年 10月 1日
狛 江 市 平成17年 10月 1日

ごみ有料化施策導入市町
※導入年月日順

一方で、平成１０年１月からごみの搬入が始まっ
た二ツ塚処分場は、平成１８年１１月までに約４３％
の埋立が終了してしまいました。
循環組合ではエコセメント事業を推進しており、

本年７月から施設が本格稼動したことで、可燃ご
みの焼却灰はエコセメントの原料にリサイクルされ
ています。これにより、現在埋立処分されるのは
不燃ごみだけとなっています。
しかし、依然として不燃ごみの埋立は続いてい
ます。処分場が満杯となっても、用地確保などの

問題から新しい処分場をつくるの
は困難な状況です。限りある処分
場を有効に利用していくために
は、さらなるごみの減量への努力
が絶対に不可欠です。

ごみ・資源物集積所で行うワンポイントレッスン。

合計110,857トンの減量!!
平成10年度
951,494トン可燃ごみ

平成17年度
866,148トン▼ ▼ ▼ ▼ ▼

平成10年度
140,788トン不燃ごみ

平成17年度
115,277トン▼ ▼ ▼ ▼ ▼

3R
とは？

リデュース（Reduce）
ごみになるものを減らす

リユース （Reuse）
ものを繰り返し使う

リサイクル（Recycle）
資源として再利用する

ごみ有料化は着実に効果をあげています

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

多摩地域25市1町 平成10年度と平成17年度可燃ごみ・不燃ごみ量の比較

「環境フェスタくにたち」では、
多くの市民が古本市に訪れ、
本を購入しました。

約700冊だ
った古本の
回収が、１年
間で3000
冊以上に増
えました。

3Rの理念でさらなるごみの減量を

か ん べ え


